
観光地における渋滞対策

観光地周辺の渋滞

訪日外国人旅行者の動向

主要渋滞箇所の約２割で観光交通による渋滞が発生

観光交通による
渋滞発生箇所

(17.2%)

訪日外国人旅行者は急激に増加
２０２０年には４０００万人、２０３０年には６０００万人

観光客の約半数が「渋滞」「駐車場」「道案内」に不満

31.2%

44.0%

47.2%
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渋滞

N=3,000

駐車場不足

道案内

観光交通の現状 観光客の動向

観光交通手段

観光交通の約９割は乗用車

日本人観光客の不満

観光需要の増大が見込まれる中、観光渋滞対策の強化が必要
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出典）幹線旅客純流動調査(2010)
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出典）観光庁データより作成
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出典）国土交通省調べ 出典）国土交通省調べ

Ｎ（主要渋滞箇所数）＝9099箇所
※H27年12月時点の箇所数

観光交通に
よらない

渋滞発生箇所
(82.8%)

■観光トリップの距離帯別機関分担

■観光地周辺の主要渋滞箇所

■日本人観光客の不満

■訪日外国人旅行者の推移
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観光地における交通の現状と課題

交通の円滑化



これまでの取組例（観光渋滞・交通対策）

幅広路肩2.25m→0.50mとし、1車線分確保

《通常》

《取組》
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（m）（台）
交通量（H25～H27平均） 交通量（H28）
渋滞長（H25～H27平均） 渋滞長（H28）

〇路肩を活用し、駐車待ち車両を本線交通
から分離することで渋滞を緩和

道路空間の再配分

〇パーク＆バスライドやバスレーンに
より渋滞緩和を図り、速達性を確保

公共交通との連携

■北海道富良野美瑛地域における取組

半
減

道路標識の改善

〇白川郷では、平成26年度から、世界遺
産の景観保全と安全対策を目的に、車
両進入制限を導入

〇世界遺産周辺では、歩きやすい空間が
確保されるなど、環境が改善

観光地周辺の流入規制

〇観光客にわかりやすい英語表記の改善や

観光地に隣接する交差点名標識に観光地
名称を表示する取組を推進

渋滞対策 観光地の交通対策

みち案内の充実

■伊勢神宮周辺における取組

バスレーン

■白川郷における取組

■交差点名標識の改善

（改善前）

（改善後）

■英語表記の改善

（改善前）

（改善後）

観光ガイドマップ

表記を一致

道路案内標識

（改善前）

（改善後）

写真提供 岐阜県白川村役場

交通量（H28社会実験時）

渋滞量（H28社会実験時）

〔取組の結果 国道２３７号の交通状況〕
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観光渋滞の要因と対策

渋滞要因

観光需要
の増大

対策内容

拡幅、バイパス

〔道路〕 〔駐車場〕

路肩の有効活用

増設（臨時）、立体化

沿道の土地・施設の有効活用

観光地周辺の流入規制

非混雑経路への誘導

非混雑時間への誘導

空き駐車場への誘導

〔地域・民間〕

現地に
不慣れな
ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
の挙動

案内標識の改善

外国人への交通ルールの周知

進入経路の限定

パーク＆ライド（バス、鉄道、自転車等）

徒歩への転換

送迎バス運行

レンタサイクル運用

多様なツアー開発

周遊促進（マップ）

観光案内所の設置

駐車場料金の調整通行料金の徴収・調整

容量の拡大

需要
調整
（ＴＤＭ）

削減

分散

抑止

空間
分散

時間
分散

道路空間の再配分

他ﾓｰﾄﾞ
転換

わかりやすい案内

事故対策

関連の取組

観光地周辺の流入規制

今後取組を強化
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①ラストワンマイル対策（ＩＣ⇔観光地） ②観光渋滞エリア・マネジメント
道路整備を契機とした、ビックデータ活用による

道路ネットワークの最大活用

周辺観光地等と連携し、交通集中を分散させる

渋滞回避インセンティブの付与

「渋滞解消」と「観光産業の振興」を一体で実現

今後の観光渋滞対策の方向性（素案）

○ きめ細かな渋滞情報の提供
・過年度情報の提供
（渋滞予測、非混雑区間情報）

○ 周辺観光地との連携
・混雑時間を避けるクーポン発行
・他モード交通との連携（社会実験）

観光地 駐車場

周辺駐車場

周辺駐車場

周辺
観光地周辺

観光地
ＩＣ

高速道路

一般道路

③外国人観光客対策 外国人が安全・快適に観光地へアクセス可能な 案内の充実と事故対策

交通関連データ 観光行動データ

ＥＴＣ２．０により
経路分析が可能に

携帯電話の位置情報等
観光行動データの蓄積
が進展

効果的な交通分散を図り
観光渋滞を緩和

○ 駐車場空き容量の有効活用
・事前予約の導入（H28～社会実験）
・空き待ち予約の導入（H29～社会実験）

○ 観光地交通の再構築
・流入規制の活用
・小型モビリティの導入 等

道路ネットワーク

道路整備による機能アップ

使用データ）ETC2.0プローブ走行履歴情報
データ期間）H27年5月2～10日 出典）地域経済分析システム（RESAS）

埼玉県川越市熊野尾鷲道路（三重県）
（紀伊長島IC付近）

道の駅
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・現道のマイカーを通行止め（バイパスへの転換）
・周辺観光に適した、現道の交通モードを社会実験を実施し、地域で検討

観光地周辺の道路ネットワーク

道路ネットワークの最大活用

〇観光地周辺の渋滞発生道路の約６割
が２車線

道路整備を契機とした多様な渋滞対策の展開

〇バイパス等の整備を契機に、道路の機能面の制約から実施困難だった対策も
含め、多様な観光渋滞対策を推進

〇観光地周辺の渋滞発生時期は多様

■観光地周辺の主要渋滞箇所の車線数の状況

集中する観光交通を
削減・分散

■地域交通の再配分（青橅山バイパス）

○バイパス整備を契機に自然豊かな現道の活用手法を検討

P無料バス ﾄｲﾚ

休屋駐車場

青橅山交差点

惣部交差点
焼山交差点

■観光渋滞の発生時期の状況

奥入瀬渓流
マイカー交通
規制区間

観光地の慢性的な渋滞

＜周遊に適した交通モードの検討＞

十和田湖

秋田県

十和田市

岩手県

青森県

子ノ口交差点

出典）奥入瀬渓流利活用検討委員会 提供

青橅山BP
（事業中）

焼山駐車場青橅山BPへ
マイカー転換

観光地交通の再構築

＜道路整備＞

交通容量の拡大

ネットワークの多重化

■取組の組合せによる対策（イメージ）

快適性の向上 等

80.9% 80.8% 79.2%

25.8% 22.9%

0.0%
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50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

ＧＷ お盆 年末年始 休日 観光繁忙期

※混雑指標基準値：ピーク時走行速度20km/h以下

１車線
0.7%

２車線
56.4%

３車線
1.7%

４車線
31.7%

５車線以上
9.7%

（注）観光地周辺の主要渋滞箇所(N=1,568)について、交差道路を方向別に整理

N=1,568（観光地周辺の主要渋滞箇所）

空間の再配分

＜多様な渋滞対策＞

流入規制

パーク＆ライド

等

P無料バス ﾄｲﾚ

シャトルバスの運行

ランドカー（H28実験）

レンタサイクル

Segway（Ｈ27実験）
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特定の道路への観光交通の集中

〇観光客ドライバーは、ナビゲーションの第１経路を選択
〇特定の経路に観光交通が集中

ビッグデータを活用した観光地周辺の渋滞予測

〇観光入込客数、天候、イベント開催、駐車場の利用状況等、

観光渋滞に関連するビッグデータを活用し、観光地周辺の渋
滞を予測

○非混雑の時間帯や経路を合わせて事前に情報提供すること
で、交通分散を促し、渋滞を緩和

■愛媛県松山市の事例

〇観光客が目的地までに入手したい情報は「渋滞予測」

65.2%

40.2%

35.5%

28.6%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80%

渋滞予測

通行規制

駐車場の位置・料金

迂回路状況

路面状況

推奨
（80.2%）

無料
（14.9%）

高速優先（1.7%）
推奨２（1.1%）

超渋滞回避（1.1%）
距離優先（0.8%）

■観光客の経路選択状況

出典）（株）ナビタイムジャパン提供データに基づき作成

渋滞区間

…
天候 駐車場利用 交通

観光地周辺の渋滞を予測、事前情報提供

非混雑経路へ誘導

■観光地周辺の渋滞予測（イメージ）

出典）国土交通省調べ

N=4,140

道路ネットワークの最大活用 きめ細やかな渋滞情報の提供
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観光地の入り込み客数

渋滞回避インセンティブの付与

〇年間１０万人以上の観光地は、全体の４割。観光客は
特定の資源に集中

周遊促進策との連携（観光交通エリア・マネジメント）

〇 ＡＩを活用し、利用者の好みにあった最適な過ごし方を、スマート
フォンのアプリで提供

〇 交通割引や周辺飲食店でインセンティブを提供して行動を誘導

出典）シンガポールで人・交通の混雑を緩和する実証実験を開始（FUJITSU記者発表）

■各観光地の入込客数の状況

＜参考＞人・交通の混雑緩和に向けた実証実験（シンガポール）

■観光地の入込客数の状況（下呂温泉周辺の例）

出典）観光入込客統計より作成
（公表データのある30府県での「観光地点」（行祭事・イベントを除く））

約４割

5～10万人
（18.1％）

5万人未満
（38.8％）

10～20万人
（15.8％）

100万人以上（4.5％）

80～100万人（1.6％）

60～80万人（2.7％）

40～60万人（5.9％）

20～40万人
（12.6％）

Ｎ＝4,097観光地点

地域協議会

■検討体制のイメージ

〇地域協議会を活用し、観光エリア全体で交通をマネジメント

主要観光地
周辺観光地

周辺観光地
至 ＩＣ

道の駅

クーポン等の発行で
周辺観光地へ誘導

他モード交通
で移動

〇地域の周遊促進の取組との連携や、他モード交通の活用等

により、周辺観光地への立ち寄りを促し、特定の観光資源に
集中する交通を分散

■渋滞対策のイメージ

周辺観光地のクーポン発行

ᾁᾙᾌέᾮ̵ᾤ
ỗԸॺ

༝ພԙᄄ
ỖԸॺ

ἛᯟΖ
ỖԸॺ

။ᄁع
ᾛᾰᾀᾷᾌ

周辺観光地との連携

駐車場
管理者 道路管理者

地域の
観光関係者
（ＤＭＯ等）

7



駐車場待ちによる渋滞

渋滞回避インセンティブの付与

〇観光周辺では、満車駐車場の広がりに伴って渋滞が延伸

「空き待ち予約」による「待ち時間観光」の促進

〇満車駐車場の入口での入庫待ちを抑制し、周辺観光地の空き
容量を活用した「空き待ち予約」を導入することで、駐車場の空
き待ち時間を「渋滞損失」から「周遊観光」へ転換

○インセンティブの付与や、駐車場料金の設定についても、諸外
国の例も参考にしながら検討

〔渋滞長と沿道の駐車場の満空状況（ルート１）〕

空き駐車場が
存在

「事前予約」による交通需要の分散

〇予約により確実な駐車を可能とすることで、空き駐車場の
利用を促し、非混雑時間帯へ分散

■出雲大社周辺への進入経路と渋滞の状況

ＨＰで事前予約（ＩＤ発行）

駐車（ＩＤ照合）

予約駐車場へ移動

入庫待ちの車両の滞留により渋滞が発生

改善前

改善後

目的
観光地 周辺観光地

（道の駅等）

周辺観光地の
駐車場へ誘導

空き容量の発生後、
予約順に誘導

目的
観光地 周辺観光地

（道の駅等）

待ち人数

〇〇駐車場 ３０人

△△駐車場 １０人

〇△駐車場 ５人

×〇駐車場 ３人

△×駐車場 ８人

予約

予約

予約

予約

予約

お待たせしました。
〇〇駐車場へ
向かってください。
ＩＤ：●▽×▲

②予約 ⑤通知

出口
管理

空き発生

入口
管理

ＩＤ確認

道の駅で
予約を

①

④

⑥

③待ち時間観光

■ 「空き待ち予約」のイメージ

使用データ）ETC2.0プローブデータ走行履歴情報
データ期間）H28年５月４日

周遊観光は限定的

周遊観光の拡大

渋滞による時間損失

渋滞の解消

駐車場空き容量の有効活用

勢溜

P01

P02 P03 P04 P05

P07
P10

P11

島ワ

ルート②
ルート③

P08
P09

出雲大社
［進入経路］

【凡例】

勢溜交差点を南より進入（ルート1）

勢溜交差点を東より進入（ルート２）

勢溜交差点を西より進入（ルート３）

1台 20台

■駐車場の利用状況と事前予約枠の考え方
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外国人レンタカー利用者と事故

外国人観光客対策

〇外国人旅行者のレンタカー利用は増加傾向。

日本の交通施設、ルールの周知

■沖縄における外国人レンタカーの利用状況

〇「道の駅」の機能や位置・マップコード、道路標識等を周知
することで、適切な休憩や我が国の交通ルールを徹底し、
事故の発生や、事故に伴う渋滞を削減

■北海道の「道の駅」パンフレット

〇日本と異なる交通ルールに起因する事故に対し、注意喚起
標識やカーナビなど、官民連携でドライバーを支援

事故多発区間における日本の交通への適応支援

○沖縄では外国人レンタカー利用者は、約７％にも係わらず
事故件数の約７割が外国人

85,323 件

2,901 件

1,187,000 
件

約1,000 件

レンタカー利用者 事故件数
外国人 国内

■沖縄における外国人レンタカーの利用状況

ピクトグラム等のわかりやすい
注意喚起標識の設置

外国人
事故データ

日本特有の交通ルールを
丁寧に助言

まもなく踏切です。
一旦停止してください。

※１ データ未集計（レンタカー協会へのヒアリングに基づき整理）
※２ 事故件数は、人身、物損を対象

※１

※２

約７％

約７割

出典）沖縄レンタカー協会提供データに基づき作成

出典）沖縄レンタカー協会提供データに基づき作成

■外国人旅行者の運転支援（イメージ）
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今後の進め方（素案）

短期的な取組（H28～H29年度） 中長期的な取組（H30年度～）

ラストワン
マイル対策

エリア・
マネジメント

外国人
観光客対策

観光渋滞
情報の
蓄積・分析

官民連携によるデータの収集体制の構築
（駐車場、観光行動）

観光渋滞の関連データの収集・蓄積

観光渋滞カルテの作成
（交通特性、駐車場利用特性等の整理・分析）

周辺道路ネットワークの速達性解析
最短時間経路の特定

データ取得・蓄積を踏まえた
渋滞要因の特定

天候等の関連情報による
精度向上

観光地周辺の
渋滞予測公表

ＪＮＴＯと連携したレンタカー利用上の
留意点の発信（H28年度）

ピクトグラム等による
安全支援

地域クーポンや他モード交通の活用
による交通分散（社会実験）

観光エリアマネジメント
の本格運用

地域戦略の策定

事前予約システム（H28～社会実験）

空き待ち予約システム（H29～社会実験） 官民連携による駐車場マネジメント体制の
構築・運用

観光地周辺の駐車場
利用データの収集・蓄積
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